
部門間での取引について 
始めに部門間での取引において必要な科目は以下のものです。 

＊ 貸借対照表科目・・・部門勘定[a] 
  資金収支科目その他の収入・・・部門勘定収入[a] 
  資金収支科目その他の支出・・・部門勘定支出[a] 
＊ 消費収支科目・・・部門間操出[b] 

資金収支科目その他の支出・・・部門間操出支出[b] 
＊ 消費収支科目・・・部門間繰入[c] 

資金収支科目その他の収入・・・部門間繰入収入[c] 
[a][b][c]はそれぞれ連動（科目コードが同じ）する必要があります。 
 
① 部門間で資金を移動する場合の仕訳 
・貸し借り（返済予定のある資金移動）の場合・・・A 部門から B 部門への貸付 
A 部門の仕訳 

 
B 部門の仕訳 

 
統括表  
（貸借対照表） 

 
（資金収支計算書）4 ページの科目設定をすると表示されません。 
合計決算書  
（貸借対照表） 部門勘定は相殺されて残高が残りません。 
（資金収支計算書）   

 
部門勘定収入・支出を決算額に出さないようにするには次の相殺仕訳をしてください。 

 
 



・繰入・繰出（完全な資金移動）の場合・・・A 部門から B 部門へ資金を繰り入れる 
A 部門の仕訳 

  
B 部門の仕訳 

  
統括表  
（消費収支計算書） 

  
（資金収支計算書）4 ページの科目設定をすると表示されません。 
   
合計決算書  
（消費収支計算書）部門勘定支出・収入がでます。 

  
（資金収支計算書）部門操出支出・部門繰入収入がでます。 

  
部門勘定収入・支出を決算額に出さないようにするには A 部門のみで次の相殺仕訳をしてください。 

  
 



 
② 部門間で経費を振替計上する場合の仕訳 
A 部門の仕訳 

  
B 部門の仕訳 

  
統括表  
（消費収支計算書） 

  
（資金収支計算書）4 ページの科目設定をすると部門間繰入収入・操出支出は表示されません。 

  
合計決算書  
（消費収支計算書）部門間繰入・操出がでます。 

  
（資金収支計算書）部門操出支出・部門繰入収入がでます。図表略 
部門勘定収入・支出を決算額に出さないようにするには A 部門のみで次の相殺仕訳をしてください。 

   
 
 
 



部門勘定について 
流動資産もしくは流動負債に部門勘定を設けます。FlgG には 1 を入れてください。 
資金収支計算書にも同じ科目コードで収入支出科目を作ります。 
この場合、その他の支出・その他の収入の中に作ります。ここにあるものは内訳表では非表示科目とな

ります。 
【貸借対照表科目】 

 
【資金収支の科目（支出）】 

 
【資金収支の科目（収入）】 

 



部門操出・繰入科目について 
消費収支科目には従来どおりの場所です。（ない場合は作ってください。） 
資金収支の科目では部門間繰出支出の大科目を削除し、中科目の連番を変更して、「その他の支出」の

一番下に持っていきます。 
【資金収支の科目（支出）】 

（従来の科目） 

（訂正後の科目） 

【資金収支の科目（収入）】 

（従来の科目） 

（訂正後の科目） 



まとめ 資金収支科目は次のようになります。FlgH に「999」を入れると内訳表には表示されません。 

 

 

 


